
て ん り 市 議 会 だ よ り

2022年12月１日号　No.102 　 ９月定例会の内容をお伝えします。

９
月

12
月

６
月

今回の定例会

※題字については、第63回天理市展において議会議長賞を受賞された尾田伸子さんにお書きいただきました。
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月
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　市内の街路のイチョウ並木が、今年も黄色に染まっ
ています。色づいたイチョウは、晩秋から初冬にかけ
ての天理の風物詩となっています。
　寒くなり、だんだんと外出しにくい季節となります
が、落葉の絨毯を踏みしめ、散策に出かけてみては。



～行政視察受け入れ状況～
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議会改革推進委員会が設置されました

　全国の市町村議会では、他の自治体の先進的な施策や取り組みを現場に赴いて調査し、議会運
営や行政施策などの見識を深め、政策立案や意思決定に役立てています。
　これまで本市議会でも他自治体からの行政視察を受け入れてきましたが、新型コロナウイルス
感染症の拡大により、受け入れを中止してきました。しかし全国的に行動制限が緩和されている
ことに伴い、このたび他の市町村からの行政視察の受け入れを再開しました。
　今年度（10月末現在）の受け入れの状況は以下のとおりです。

五條市議会
厚生建設常任委員会 斎場における指定管理者による運営について

藤沢市議会
建設経済常任委員会

天理駅前広場コフフンについて

八千代市議会
福祉常任委員会

活脳教室について

８月４日

10月13日

10月20日

視 察 日 団　　体　　名 視　察　テ　ー　マ

　議会運営の充実と議会改革のさらなる推進に
向けて様々な課題に取り組むため、８人の委員
からなる議会改革推進委員会を設置し、委員長
に榎堀議員、副委員長に西﨑議員が互選されま
した。
　選出された委員は右記のとおりとなります。

議会改革推進委員会名簿（議席番号順）
　◎榎堀　秀樹　○西﨑　圭介
　　仲西　　敏　　石津　雅恵　　大橋　基之
　　鳥山　淳一　　藤本さゆり　　山田　哲生
　　　　　◎・・・委員長　　○・・・副委員長

　　　　　　　　　　　　　　（令和４年11月７日 現在 ）
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こんなことを話し合いました
令和４年９月定例会

開
会
日(

９
月
１
日)

市
長
提
案

再
開
日(

９
月
５
日)

委
員
会
付
託

再
開
日(

９
月
14
日)

一
般
質
問

最
終
日(

９
月
20
日)

採
　
決

●
会
期
の
決
定

　
会
期
を
９
月
21
日
ま
で
の
21
日

　
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
状
の
伝
達

　
県
市
議
会
議
長
会

　
・
２
年
以
上
の
副
議
長

　
　
市
本
　
貴
志
　
議
員

　
・
15
年
以
上
の
在
籍
議
員

　
　
岡
部
　
哲
雄
　
議
員

●
監
査
報
告

　
監
査
委
員
よ
り
４
件
の
監
査
報

　
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
報
告

　
報
告
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

　
ど
お
り
了
承
し
ま
し
た
。

●
議
会
議
案

　
山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛

　
生
組
合
議
会
議
員
︵
東
田
匡
弘

　
議
員
︶
を
選
出
し
ま
し
た
。

●
承
認
案

　
承
認
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原

　
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

●
提
案
説
明

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
６
議
案

　
及
び
８
認
定
案
に
つ
い
て
、
市

　
長
よ
り
提
案
説
明
が
行
わ
れ
ま

　
し
た
。

●
同
意
案

　
監
査
委
員
︵
岡
部
哲
雄
議
員
︶

　
の
選
任
の
同
意
案
が
上
程
さ
れ
、

　
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
委
員
会
付
託

　
上
程
さ
れ
た
６
議
案
を
各
常
任

　
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
す
る

　
と
と
も
に
、
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

　
置
し
て
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

　
と
と
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
１
議
案
を
付
託

経
済
産
業
委
員
会

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
１
議
案
を
付
託

総
務
財
政
委
員
会

・
一
般
会
計
補
正
予
算
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
計
４
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

・
一
般
会
計
決
算
認
定
　
ほ
か

　
　
　
　
　
計
８
認
定
案
を
付
託

※
委
員
会
審
査
の
概
要
に
つ
い
て

　
は
、
４
〜
７
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。

●
一
般
質
問

・
仲
西
　
　
敏
　
　
議
員

・
荻
原
　
文
明
　
　
議
員

・
藤
本
　
さ
ゆ
り
　
議
員

・
寺
井
　
正
則
　
　
議
員

・
今
西
　
康
世
　
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
質
問
順
︶

※
一
般
質
問
の
要
旨
に
つ
い
て
は
、

　
８
〜
10
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
諮
問

　
案
及
び
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
の
同
意
案
が
上
程
さ
れ
、

　
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
及

　
び
同
意
し
ま
し
た
。

●
委
員
長
報
告

　
所
管
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い

　
た
６
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ

　
い
て
、
各
委
員
長
よ
り
、
審
査

　
の
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
が

　
あ
り
ま
し
た
。

●
採
決

　
６
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

　
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

●
追
加
議
案

　
提
出
さ
れ
た
追
加
議
案
に
つ
い

　
て
市
長
よ
り
提
案
説
明
が
あ
り
、

　
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
決
議
案

　
意
見
書
１
件
に
つ
い
て
、
提
案

　
者
の
説
明
後
、
原
案
ど
お
り
可

　
決
し
ま
し
た
。

※
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
Ｐ

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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議会へのご意見をお寄せください

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症対策のため、各委員会での「その他質問」を行いませんでしたので、「付託議案の審査概要」のみの掲載となります。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
１
７

万
８
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
令
和
３
年
度
介
護
給
付
費
等

　
の
決
算
確
定
に
よ
る
剰
余
金

　
の
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基

　
金
へ
の
積
立
て

・
国
・
県
等
へ
の
精
算
返
納
金

　
及
び
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
予
防
推

　
進
に
向
け
た
、
外
出
機
会
の

　
創
出
を
図
る
た
め
の
普
及
啓

　
発
に
要
す
る
経
費
　
　
　
等

○
歳
入
の
主
な
内
容

・
県
支
出
金

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
等

令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

付
託
議
案
の
審
査
概
要

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
収
入
で
、
福
知
堂
町
地

内
の
重
要
給
水
施
設
配
水
管
改

良
工
事
の
施
行
箇
所
の
う
ち
、

奈
良
県
が
管
理
す
る
河
川
区
域

に
お
い
て
、
河
川
管
理
者
か
ら

工
事
時
期
に
つ
い
て
の
指
導
が

あ
り
、
施
行
箇
所
の
一
部
の
年

度
内
竣
工
が
困
難
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
当
該
対
象
工
事
費
の

減
額
に
伴
う
国
庫
補
助
金
、
５

４
６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
支

出
に
つ
い
て
は
、
配
水
管
改
良

工
事
費
、
４
１
０
０
万
円
を
減

額
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
当
該
工
事
個
所
に
つ

い
て
の
来
年
度
の
工
事
費
を
確

保
す
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為

を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
４
年
度
天
理
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

文
教
厚
生
委
員
会

９月６日

経
済
産
業
委
員
会

９月７日

　市内12ヵ所の公民館（東部・祝徳・
丹波市・前栽・井戸堂・二階堂・朝和・
櫟本・柳本・式上・福住・山田）に「議
会意見箱」を設置しています。
　議会活動に役立てるため、皆さんの声
を聞かせてください。
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総
務
財
政
委
員
会

９月８日

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

付
託
議
案
の
審
査
概
要

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
７
９
２
万

９
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨﹁
イ
チ
カ
﹂ 

　
の
活
用
推
進
事
業

・
﹁
は
ぐ
ー
る
﹂
、
保
育
所
、
こ

　
ど
も
園
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
備
品
購
入
等
に
よ
る
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
事
業

・
少
子
化
・
孤
独
・
孤
立
等
対
策

　
応
援
事
業

・
﹁
お
て
つ
た
び
﹂
を
活
用
し
た

　
地
域
経
済
活
性
化
事
業

・
就
農
促
進
の
た
め
の
若
手
農
業

　
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
事
業

・
Ｐ
Ｒ
映
像
作
成
等
の
大
和
高
原

　
﹁
福
住
村
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
負

　
担
金
事
業

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
推

　
進
事
業

・
保
育
所
等
処
遇
改
善
手
当
等
の

　
人
件
費

・
知
事
・
県
議
会
議
員
・
市
議
会

　
議
員
選
挙
等
に
要
す
る
経
費
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

○
歳
入
の
主
な
内
容

　
国
庫
・
県
支
出
金

　
寄
附
金

　
繰
入
金

　
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正

に
よ
り
衆
議
院
議
員
及
び
参
議

院
議
員
の
選
挙
運
動
に
関
し
、

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等

の
公
営
に
要
す
る
経
費
に
係
る

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
市
議
会
議
員
及

び
市
長
の
選
挙
に
お
い
て
も
同

様
の
措
置
を
執
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
。

市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
使
用
の
公
営
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
職
員
の
懲
戒
処
分
に
伴
い
市

長
及
び
副
市
長
が
給
料
月
額
を

自
ら
減
額
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
国
の
人
事
院
規
則
の
一
部
改

正
を
踏
ま
え
、
職
員
及
び
非
常

勤
職
員
で
あ
る
会
計
年
度
任
用

職
員
等
の
育
児
休
業
の
取
得
に

関
す
る
諸
要
件
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
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決
算
特
別
委
員
会

９月９日

令和３年度一般会計ほか
計８会計の決算認定案を審査しました

令和３年度決算をチェック

　再開日の９月５日に、令和３年度一般会計決算認定案ほか、計８認定案を審査するため、８人

の委員からなる決算特別委員会を設置し、委員長に市本議員、副委員長に内田議員が互選されま

した。付託された８認定案については、９月９日、決算特別委員会を開催し、審査しました。

決算特別委員会委員
◎市本　貴志　○内田　智之　　仲西　　敏　　西﨑　圭介　

　大橋　基之　　鳥山　淳一　　藤本さゆり　　山田　哲生　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎…委員長　○…副委員長

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

土 地 区 画 整 理 事 業

特  別  会  計  小  計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

33,002,261

6,713,534

6,047,664

852,085

2,700

163,439

13,779,422

46,781,683

31,934,755

6,635,148

5,994,871

839,317

14,041

145,878

13,629,255

45,564,010

96.8％

98.8％

99.1％

98.5％

520.0％

89.3％

98.9％

97.4％

29,856,065

6,485,635

5,801,947

837,702

2,678

136,858

13,264,820

43,120,885

90.5％

96.6％

95.9％

98.3％

99.2％

83.7％

96.3％

92.2％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出 収　　　入 支　　　出

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

1,973,892

2,744,227

1,690,412

2,268,563

387,051

334,295

917,744

1,568,817

（千円）

※千円未満を切り捨てて表記しています。



①　市税　　　　　　　７８億２３６０万円
②　繰入金　　　　　　　８億４０５４万円
③　繰越金　　　　　　　５億９３０２万円
④　諸収入　　　　　　　５億２２７７万円
⑤　その他自主財源　　　８億６８４８万円
⑥　国庫支出金　　　　７２億７７０４万円
⑦　地方交付税　　　　６５億２９３５万円
⑧　市債　　　　　　　３２億　２２０万円
⑨　県支出金　　　　　２１億５４０５万円
⑩　その他依存財源　　２１億２３７０万円

①　民生費　　　　　１２４億３３７０万円
②　教育費　　　　　　４５億９０３１万円
③　総務費　　　　　　３４億７７３５万円
④　公債費　　　　　　２６億９０６８万円
⑤　土木費　　　　　　２２億９２３８万円
⑥　衛生費　　　　　　２２億７０７０万円
⑦　消防費　　　　　　　８億４１５４万円
⑧　その他　　　　　　１２億５９４０万円

・アーティスト・イン・レジデンス事業について、令和４年度から県に事業が引き継がれるが、市が実

　施する芸術・美術に関する事業全般について、事業の価値を市民にご理解いただくため、わかりやす

　い情報発信を行うよう要望

・現在建設中の新ごみ処理施設が令和７年度に竣工予定だが、それまでの間、現在操業している環境ク

　リーンセンターについて、焼却停止が起こらないよう順次修繕を行い、予期しない不具合が生じた際

　の対応には万全を期するよう要望

・二階堂校区の浸水対策のうち、菰池の整備については県が事業主体であるが、地元の要望・意見を聞

　きながら県と連携し、市も積極的に取り組むよう要望

・図書館の整備について、図書館の役割は今後、益々大きくなるなか、更なる内容の充実にむけ、蔵書

　を増やすよう要望

・小中学校における公務支援システムについて、導入後の効果や業務の効率化について検証を行い、よ

　り一層、教職員の負担軽減に取り組むよう要望

・小中学校における特別教室の空調設備の設置について、今後、学校が地域のコミュニティの場になっ

　ていくことも見据え、優先順位をつけ、一つでも多く設置するよう要望

委員から行政への主な意見・要望

一般会計歳入　３１９億３４７５万円

一般会計歳出　２９８億５６０６万円

7

①
24.5%

②2.6%
③1.9%
④1.6%
⑤2.8%

⑥22.8%

⑦
20.4%

⑧
10.0%

⑨
6.7%

⑩
6.7%

自主財源
　  33.3%

依存財源
66.6%

歳入

①41.7%

②15.4%

③11.7%

④9%

⑤7.7%

⑥
7.6%

⑦
2.8%

⑧
4.1%

歳出
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※一般質問の要旨については、発言した議員が編集しています。

市民のみなさんの暮らしをより良いものにするため、市に対して質問を行いました。

その主な内容をお伝えします。（8～ 10Ｐ）

こんなことを質問しました

仲
西　

敏　

議
員

・
民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

・
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
に
つ
い
て

荻
原　

文
明　

議
員

・
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
の
重
度
化
・
高

　
齢
化
に
つ
い
て

・
公
益
通
報
制
度
、
人
事
評

　
価
制
度
、
事
務
提
案
制
度

　
に
つ
い
て

・
各
種
包
括
連
携
協
定
に
つ

　
い
て

・
天
理
市
総
合
計
画
に
つ
い

　
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
第
７
波
対
策
と
天
理
市
新

　
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動

　
計
画
の
見
直
し
等
に
つ
い

　
て

藤
本　

さ
ゆ
り　

議
員

・
保
育
所
、
こ
ど
も
園
及
び

　
幼
稚
園
の
職
員
不
足
に
つ

　
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
中

　
学
校
教
職
員
の
勤
務
状
況

　
に
つ
い
て

・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

寺
井　

正
則　

議
員

・
子
ど
も
の
眼
の
健
康
に
つ

　
い
て

・
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
子
ど

　
も
の
貧
困
・
虐
待
防
止
に

　
つ
い
て

・
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

　
ン
接
種
に
つ
い
て

・
道
路
等
通
報
シ
ス
テ
ム
の

　
導
入
に
つ
い
て

今
西　

康
世　

議
員

・
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
に

　
つ
い
て 

・
性
教
育
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
性
被
害
に
つ
い

　
て

・
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

民
生
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

Ｑ
　
12
月
改
選
期
の
現
在
の
推
薦

状
況
は
。

Ａ
　
現
在
19
名
が
未
決
。
前
回
改

選
の
同
時
期
と
同
程
度
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
他
市
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
、
活
動
の
強
化
と
担
い
手
確

保
に
つ
な
げ
て
い
る
が
導
入
は
。

Ａ
　
賛
否
の
意
見
が
あ
る
た
め
、

ま
ず
、
民
児
協
で
導
入
の
機
運
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
委
員
を
支
え
る
協
力
員
制
度

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
先
進
事
例
も
参
考
に
、
民
児

協
と
考
え
て
い
く
。
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
協
力
員
へ
の
イ
チ
カ
ポ
イ
ン

ト
付
与
の
考
え
は
。

Ａ
　
報
酬
の
在
り
方
と
と
も
に
、

イ
チ
カ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
も
含
め

て
議
論
し
た
い
。
　
　
　︵
市
長
︶

み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｑ
　
事
業
の
目
的
は
。

Ａ
　
学
校
を
地
域
の
学
び
と
支
え

合
い
の
拠
点
と
し
た
い
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
進
捗
状
況
と
課
題
は
何
か
。

Ａ
　
行
政
、
学
校
、
地
域
の
共
通

理
解
と
連
携
が
必
要
。
食
品
残
渣

発
酵
分
解
装
置
、
イ
チ
カ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
、
学
校
と
公
民
館
活

動
の
融
合
に
取
組
む
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
校

の
教
育
課
程
に
位
置
付
け
、
指
導

計
画
へ
反
映
し
て
は
。

Ａ
　
学
校
の
学
び
を
家
庭
、
地
域

へ
広
げ
、
子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な

で
育
む
こ
と
が
大
切
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
イ
チ
カ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
は
。

Ａ
　
食
品
残
渣
の
堆
肥
化
の
活
動

を
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象
と
し
、

ま
た
、
地
域
の
創
意
工
夫
で
効
果

的
な
活
用
を
検
討
。
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
取
組
み
に
向
け
て
地
域
・
学

校
・
市
で
議
論
が
必
要
で
は
。

Ａ
　
公
民
館
で
の
活
動
が
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
学
ぶ
と
い
う
実

例
の
積
み
重
ね
の
中
で
展
開
、
発

展
さ
せ
て
い
く
。
　
　
　︵
市
長
︶

一問一答

QＡＡ QＡ QＡ QＡQQ

QQQ ＡＡＡＡ

仲西　敏  議員

※

※民児協：天理市民生児童委員協議会



Ｑ
　
生
活
保
護
者
の
車
の
所
有
条

件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

Ａ
　
国
の
基
準
に
の
っ
と
り
認
め

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
障
が
い
者
の
高
齢
化
、
親
な

き
後
を
見
据
え
た
、
地
域
生
活
支

援
拠
点
等
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

Ａ
　
事
例
を
参
考
に
面
的
整
備
型

で
再
調
整
を
し
て
い
る
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
公
益
通
報
制
度
、
人
事
評
価

制
度
、
事
務
提
案
制
度
の
運
用
状

況
は
ど
う
か
。

Ａ
　
公
益
通
報
は
、
法
及
び
要
綱

に
よ
り
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

人
事
評
価
は
、
能
力
評
価
、
業
績

評
価
を
平
成
28
年
度
か
ら
全
職
員

を
対
象
に
し
て
い
る
。
事
務
提
案

は
、
今
後
も
広
く
全
職
員
に
提
案

を
求
め
て
い
き
た
い
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
包
括
連
携
協
定
は
、
自
治
体

と
民
間
企
業
等
と
の
間
で
締
結
し

て
き
た
。
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
、

包
括
連
携
協
定
を
議
会
の
議
決
事

件
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
　
連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業
予

算
を
議
会
に
上
程
す
る
中
で
明
ら

か
に
し
て
お
り
、
民
主
的
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
利
い
て
い
る
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
天
理
市
総
合
計
画
後
期
計
画

の
策
定
と
、
前
期
計
画
の
中
間
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
毎
年
検
証
し
、
後
期
計
画
策

定
も
始
動
し
て
い
る
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
空
家
の
建
物
除
去
後
の
固
定

資
産
税
減
免
の
実
施
に
つ
い
て
。

Ａ
　
空
家
除
去
後
の
一
律
減
免
は

適
当
で
は
な
い
。
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

し
て
、
国
保
加
入
の
事
業
主
へ
の

傷
病
手
当
支
給
、
事
業
者
へ
の
家

賃
支
援
、
農
業
者
へ
の
肥
料
資
材

高
騰
へ
の
補
助
の
実
施
に
つ
い
て
。

Ａ
　
傷
病
手
当
支
給
は
困
難
。
家

賃
支
援
は
国
の
交
付
金
活
用
を
検

討
。
肥
料
補
助
は
国
の
既
存
の
補

助
制
度
を
周
知
し
、
市
と
し
て
出

来
る
事
も
検
討
し
た
い
。︵
市
長
︶

※

9
※ブレストアウェアネス：「乳房を意識する生活習慣」

保
育
所
、
こ
ど
も
園
及
び
幼
稚
園

の
職
員
の
不
足
に
つ
い
て

Ｑ
　
現
在
の
正
規
職
員
数
、
令
和

５
年
度
の
正
規
職
員
︵
保
育
士
︶

募
集
状
況
、
会
計
年
度
任
用
職
員

︵
保
育
士
︶
応
募
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
４
年
８
月
現
在
の
正
規

職
員
数
は
１
１
９
名
。
フ
ル
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
数
は
１
０

５
名
。
正
規
職
員
の
募
集
人
数
は

６
名
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
応

募
は
都
市
部
に
流
れ
る
傾
向
。
処

遇
改
善
や
働
き
方
改
革
で
人
材
確

保
に
努
め
る
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
新
こ
ど
も
園
の
職
員
の
勤
務

状
況
に
つ
い
て
。

Ａ
　
丹
波
市
南
こ
ど
も
園
が
特
に

多
忙
な
園
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。︵
市
長
︶

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
中
学
校
教

員
の
勤
務
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
　
各
学
校
現
場
の
状
況
は
。

Ａ
　
通
常
業
務
に
加
え
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
よ
り

多
忙
な
状
況
に
あ
る
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
今
後
の
改
善
策
や
展
望
は
。

Ａ
　
勤
務
状
況
改
善
に
向
け
、
学

校
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
繋
が

る
﹁
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
を
進
め
る
と
と
も
に
、
部
活

動
地
域
移
行
に
向
け
た
協
議
会
の

早
期
立
ち
上
げ
を
計
画
。︵
教
育
長
︶

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
乳
が
ん
検
診

の
啓
発
に
つ
い
て
。

Ａ
　
集
団
検
診
会
場
の
感
染
対
策

の
徹
底
や
、
検
診
が
不
要
不
急
の

外
出
で
な
い
こ
と
を
啓
発
し
て
い

る
。
早
期
発
見
に
向
け
ブ
レ
ス
ト

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の
啓
発
に
も
努
め
、

各
種
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施

し
て
い
る
。
乳
が
ん
月
間
で
あ
る

10
月
19
日
に
は
、
天
理
駅
前
広
場

コ
フ
フ
ン
を
ピ
ン
ク
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
啓
発
す
る
。
　︵
市
長
︶

一括質問

一問一答

QＡＡＡ QQ

Q Q

QQ ＡQＡＡ ＡQ

ＡＡ QQＡ Q

ＡＡ

藤本　さゆり  議員

荻原　文明  議員
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学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
子

ど
も
達
の
状
況
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
不
登
校
傾
向
児
童
生
徒
調
査

を
毎
年
実
施
。
早
期
発
見
及
び
不

登
校
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る

が
、
近
年
は
増
加
。
　︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
子

ど
も
達
へ
の
支
援
や
対
策
は
。

Ａ
　
臨
床
心
理
士
や
公
認
心
理
士

資
格
を
持
つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

等
の
支
援
を
続
け
、
さ
ら
に
多
様

な
支
援
策
を
検
討
す
る
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
性

自
認
等
に
つ
い
て
の
議
論
や
問
題

が
あ
る
中
で
、
子
ど
も
達
へ
の
性

知
識
や
性
道
徳
等
の
性
教
育
は
大

変
難
し
い
が
、
小
中
学
生
の
時
期

こ
そ
大
切
。
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
　
小
四
・
中
一
の
保
健
の
授
業

で
学
習
し
て
い
る
。
　︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
子
ど
も
の
性
被
害
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
聞
き
と
り
、
相
談
、

支
援
、
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
﹁
教

育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴

力
等
相
談
・
通
報
窓
口
﹂
を
児
童

・
生
徒
・
保
護
者
へ
周
知
し
て
い

る
。
事
案
発
生
時
は
、
心
の
ケ
ア

を
最
優
先
に
保
護
者
・
関
係
機
関

と
連
携
し
支
援
を
行
う
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
産
後
ケ
ア
の
取
組
み
や
お
母

さ
ん
孤
立
防
止
等
、
産
後
の
女
性

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
。

Ａ
　
産
後
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
30
年
よ
り
実

施
。
産
後
ケ
ア
等
を
利
用
し
、
妊

娠
期
や
産
後
早
期
に
専
門
職
と
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後

の
子
育
て
支
援
事
業
に
も
繋
が
る
。

産
婦
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
体

制
整
備
に
努
め
る
。
　
　︵
市
長
︶

　
　
　
こ
れ
か
ら
は
地
域
力
が
重

要
。
新
た
な
育
児
支
援
体
制
へ
の

協
力
に
役
立
つ
良
い
環
境
づ
く
り

を
願
う
。

一問一答

子
ど
も
の
眼
の
健
康
保
持

Ｑ
　
子
ど
も
の
弱
視
は
早
期
に
発

見
し
、
適
切
な
治
療
が
大
事
だ
が
。

Ａ
　
３
歳
児
健
診
か
ら
視
力
検
査

を
実
施
。
本
市
は
令
和
２
年
に
ス

ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
ク
リ
ー

ナ
ー
を
導
入
し
、
弱
視
の
疑
い
の

見
逃
し
を
減
ら
し
、
医
療
機
関
で

の
受
診
に
繋
げ
て
い
る
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
令
和
２
年
度
学
校
保
健
統
計

調
査
で
は
、
裸
眼
視
力
１
・
０
未

満
の
児
童
・
生
徒
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

が
加
速
す
る
中
で
本
市
の
取
組
は
。

Ａ
　
本
市
で
は
、
中
学
生
が
増
加

傾
向
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
活
用
ル
ー
ル

を
定
め
、﹁
メ
デ
ィ
ア
セ
ル
フ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
﹂
学
習
で
児
童
生
徒

に
指
導
し
、
保
護
者
に
は
眼
の
愛

護
デ
ー
に
合
わ
せ
、
保
健
だ
よ
り

に
よ
り
啓
発
し
て
い
る
。︵
教
育
長
︶

デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
子
ど
も
の
貧

困
・
虐
待
防
止

Ｑ
　
関
係
機
関
ご
と
の
子
ど
も
の

情
報
を
連
携
し
、
デ
ー
タ
を
利
活

用
し
て
防
止
に
取
組
む
考
え
は
。

Ａ
　
子
ど
も
を
巡
る
複
合
的
な
課

題
へ
の
対
応
に
デ
ー
タ
連
携
は
必

要
で
あ
り
、
先
進
自
治
体
の
事
例

研
究
も
含
め
、
今
後
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｑ
　
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
助
成
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
今
後
、
国
で
安
全
性
や
費
用

対
効
果
な
ど
議
論
す
る
予
定
で
あ

り
、動
向
に
注
視
し
た
い
。︵
市
長
︶

道
路
等
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

Ｑ
　
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
全
国
的
に
導
入
が
進
ん

で
い
る
道
路
等
通
報
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
既
に
採
用
し
て
い
る
自
治
体

の
運
用
状
況
・
種
々
あ
る
シ
ス
テ

ム
の
内
容
・
メ
リ
ッ
ト
・
注
意
点

等
、
事
例
を
研
究
し
、
活
用
に
向

け
検
討
を
進
め
た
い
。
　︵
市
長
︶

一問一答

QＡＡ QＡ QQ

Q

QQ ＡＡQ

Ａ ＡQＡ Q

ＡＡ

今西　康世  議員

寺井　正則  議員

※道路等通報システム：住民が道路等の損傷や不具合を、ICTを活用して自治体へ簡易に通報できるシステム

要
望

※
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こんなことが決まりました

・出資法人の経営状況の報告について

・令和３年度決算に基づく天理市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

・損害賠償の専決処分の報告について

・山辺・県北西部広域環境衛生組合議会議員の選出について

・専決処分の承認を求めることについて

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

・天理市監査委員の選任につき同意を求めることについて

・天理市教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

・令和４年度天理市一般会計補正予算（第４号）　　　

・令和４年度天理市介護保険特別会計補正予算（第１号）

・令和４年度天理市水道事業会計補正予算（第１号）

・天理市議会議員及び天理市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例

　等の一部改正について

・天理市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

・天理市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について    

・令和４年度天理市一般会計補正予算（第５号）（追加議案）

・令和３年度天理市一般会計決算認定について　　  

・令和３年度天理市国民健康保険特別会計決算認定について

・令和３年度天理市介護保険特別会計決算認定について　 

・令和３年度天理市後期高齢者医療特別会計決算認定について

・令和３年度天理市住宅新築資金等貸付金特別会計決算認定について   

・令和３年度天理市土地区画整理事業特別会計決算認定について

・令和３年度天理市水道事業会計決算認定について

・令和３年度天理市下水道事業会計決算認定について

・子ども医療費助成制度に係る現物給付方式による拡充等を求める意見書について

全員賛成で可決した議案

報　告

議会議案

同意案

承認案
諮問案

議　案

認定案

決議案

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、現在、本会議の傍聴は先着10名程度とさせていた
だいおり、委員会については傍聴を中止させていただいております。
　本会議の傍聴にあたっては、本庁舎６階議会事務局まで申し出いただくとともに、マスクの着用、
検温、手指の消毒等にご協力頂きますようお願いします。
　なお、本会議のライブ中継及び録画中継は天理市ホームページからご覧いただけますので、ご活用
ください。
　　　　　　　　　●問い合わせ　議会事務局　６３−１００１　内線603

議会の傍聴について



●12月 ５ 日（月）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議開会
●12月 ７ 日（水）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開
〇12月 ８ 日（木）９時30分　文教厚生委員会
〇12月 ９ 日（金）９時30分　経済産業委員会
〇12月12日（月）９時30分　総務財政委員会
●12月14日（水）
　 ９ 時00分　議会運営委員会
　10時00分　本会議再開　※一般質問
●12月15日（木）
　10時00分　本会議再開　※一般質問
●12月19日（月）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開

土金木水火月日

令和４年第４回天理市議会定例会
本会議・委員会日程

12月
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議会中継をご覧いただけます

本会議のライブ中継及び録画中継を、

パソコンやスマートフォンからご覧いただけます。

天理市ホームページから

天理市議会 ▶ 議会中継 とお進みいただくか、

　右のＱＲコードからご覧ください。

議会広報編集委員会

委 員 長　　加　藤　嘉久次　　　　副委員長　　内　田　智　之

委　　員　　石　津　雅　恵　　　　委　　員　　今　西　康　世

委　　員　　市　本　貴　志　　　　委　　員　　藤　本　さゆり
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